
切　花　・　鉢　花　の　４　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　３月３１日現在）

2019年 １，６７２ ３８
実 2020年 １，１７９ ２７

2021年 １，２６１ ３３
績 2022年 １，０６６ ５９

2023年 ９５６ ５６

１，２２７ ４１

１，０００ ５６

概
　
要

2019年 ９８０ ３３
実 2020年 ８２４ ２１

2021年 ９２４ ２３
績 2022年 ８５６ ３４

2023年 ８００ ３０

８７７ ２８

８５０ ３０

概
　
要

2019年 １，２４６ ４３
実 2020年 ９９６ ３２

2021年 １，１６６ ５４
績 2022年 １，２７２ ６２

2023年 １，０５６ ５１

１，１４７ ４９

１，１００ ５０

概
　
要

2019年 １８２ ７８
実 2020年 １６１ ５５

2021年 ２０２ ６９
績 2022年 ２１５ ８５

2023年 １５２ ９１

１８２ ７６

１６０ ９０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く  愛知中心の入荷。上旬は入荷量少なめ、中旬からは年末の返しも始まり、入荷量は伸び

てくる。葬儀需要次第で価格は変動しそう。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

 愛知中心の入荷。県内産は上旬は品薄となるが、中旬以降は増えてくる見込み。輸入の
入荷はあるが、量的には落ちついてくる。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

 沖縄からの入荷。上旬の入荷は少ないが、中旬以降は年末の返しも始まり、入荷量は伸
びてくる。価格次第で下位等級の出荷調整も行われると予想される。

５ヵ年平均

2024年見通し

2024年見通し

　和歌山、高知、熊本からの入荷となる。前進気味の出荷となっており、一時的に谷にな
る産地もありそうだが、中下旬からは増えていく見込み。

単位：千本、円／本
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2019年 ２６３ １８４
実 2020年 ２３１ １２３

2021年 ２５８ １６０
績 2022年 ２３０ １７３

2023年 ２２６ １７３

２４２ １６３

２３０ １７０

概
　
要

2019年 ４１０ ７３
実 2020年 ２０６ ８８

2021年 ２７２ ９７
績 2022年 ２５７ １４１

2023年 ２２９ １０５

２７５ ９８

２３０ １０５

概
　
要

2019年 ７２７ ６５
実 2020年 ５０５ ５６

2021年 ６３０ ８０
績 2022年 ７４０ ８２

2023年 ６９４ ７１

６５９ ７１

７００ ７５

概
　
要

2019年 １，３４８ ５６
実 2020年 ８３５ ４９

2021年 １，２１５ ５９
績 2022年 １，２６２ ６５

2023年 １，０４５ ６１

１，１４１ ５８

１，１００ ６０

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

2024年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉からの入荷。中旬は年末の返しとなる分が出荷され、
数量は多くなる見込み。鉄砲は生産が減少しているため、相場の大きな崩れはないと予想
される。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重、山形、長野から入荷する。輸入品の入荷は１週目以降シーズンオフ
となり、落ちついていくが、国内産は中旬以降暖地、高冷地産ともに増えてくる。全体の
入荷としては前年並の見込み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　３月中旬の寒の戻りで予想以上に桜の開花の遅れが見られた。姫リョウブ等も４月１０
日頃から出荷が始まる予定で、ドウダン等もスタートする。シャクヤク、ベニバナ等の初
夏の花も順次出荷が始まる。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、徳島、静岡、鹿児島等の国産品に加え、輸入品が入荷する。デンファレはアンナ
が徐々に減少し、ソニア中心の販売になる見込み。オンシジウムは昨年よりは減少する。
シンピジウムは上旬に国産は終了し、輸入に切り替わる、カトレアは入荷減少、コチョウ
ランは輸入横ばいから微増、国内産は気温の上昇とともに微増していく。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　３月１４日現在）

2019年 ３０，０１４ ４５９

実 2020年 ３６，６５９ ４３０

2021年 ２２，１５８ ７０４

績 2022年 ２３，５２０ ７５５

2023年 １５，７２３ ６９４

２５，６１５ ５７６

１５，５００ ７１０

概
　
要

2019年 ４３，０１４ ３，０３１

実 2020年 ４６，４５０ １，９３２

2021年 ４３，６２１ ３，０２６

績 2022年 ４１，９４０ ２，９５２

2023年 ２９，６８２ ３，７９２

４０，９４１ ２，８７５

２８，５００ ３，８６０

概
　
要

2019年 ６４，６９９ ２１７

実 2020年 ７６，８５１ ２０５

2021年 ８３，３３２ ２５９

績 2022年 ８３，０３９ ２４６

2023年 ６０，８４９ ２２２

７３，７５４ ２３１

６０，０００ ２１７

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より減少か。円安の影響により苗単価が高く、苗の購入が控え気味になっ
ている。特にミディーについては単価の伸び悩みにより生産量を減らし他の品目を作る生
産者もみられる。４月上旬は大輪、４月下旬からは母の日に向けてミディー胡蝶蘭の動き
が出る見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（60.5％）、２位静岡
（6.8％）、３位宮崎（5.8％）となっている。

５ヵ年平均

2024年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は概ね前年並か。暖房費や資材費などのコスト上昇で生産減の傾向であるが、４
月以降は小鉢主体に順調に入荷する見込みで、中値安定相場と予想される。入荷増ととも
に価格は下がり気味に。気温変動が激しいので咲き前には注意して出荷をお願いしたい。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（49.9％）、２位岐阜
（26.9％）、３位埼玉（12.6％）となっている。

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー

　入荷量は前年より減少か。５号鉢中心に中旬より徐々に入荷が増え始め、下旬には出荷
のピークとなる。例年同様、花立ちの良いピンク・黄色系に人気が集まり、連休需要の高
まる下旬より引き合いが強くなる見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（43.4％）、２位埼玉
（19.2％）、３位三重（9.8％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2019年 １６１，３３４ ８２３

実 2020年 ２２３，３５９ ８５３

2021年 ２５８，７２８ ９３９

績 2022年 ２６０，０６７ ９０８

2023年 １４８，１１９ ８２９

２１０，３２１ ８８０

１４８，０００ ８２８

概
　
要

2019年 １９，９７２ ３７０

実 2020年 ２０，６６１ ３６５

2021年 １７，５５２ ４４７

績 2022年 １７，００７ ４９１

2023年 １２，８８４ ５１１

１７，６１５ ４２８

１２，６００ ５１６

概
　
要

2019年 ８９，２４９ ３５２

実 2020年 １３３，２２１ ３４９

2021年 １４４，０８０ ４３７

績 2022年 １６８，５３８ ４９４

2023年 ５４，２１１ ４３８

１１７，８６０ ４２１

５５，０００ ４３１

概
　
要

2024年見通し

　入荷量はわずかに減少か。規格は３号から４号中心の入荷がメイン。資材・燃料費高騰
など、生産環境が厳しくなっていることや、生産数量が少ない中で需要期に対する開花調
整も難しく、注文比率が上がることで平均単価は前年より上がると予想される。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位静岡（35.8％）、２位三重
（34.5％）、３位愛知（14.6％）となっている。

2024年見通し

　入荷量は前年並か。母の日が前年より２日早い分４月下旬からの出荷も増えるが、天候
による生産ロスと全体の生産減もあり、出荷ピークは５月上旬の見込み。５号サイズが入
荷の中心だが、４.５号サイズの生産が増産傾向である。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（59.9％）、２位埼玉
（8.8％）、３位群馬（8.3％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は暖冬の影響で開花が早まると見込まれ前年より増加か。作付けは減少傾向で相
対取引が中心となる。コロナ禍後は需要が減少気味で競売での引き合いは弱含みと予想さ
れ、母の日までその傾向が続くと予想される。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（49.6％）、２位埼玉
（13.4％）、３位群馬（7.6％）となっている。

カ
　
ー

　
ネ
　
ー

　
シ
　
ョ

　
ン

５ヵ年平均

ス
 
パ
 
テ
 
ィ

 
フ
 
ィ

 
ラ
 
ム

ハ
　
イ
　
ド
　
ラ
　
ン
　
ジ
　
ア

５ヵ年平均

単位：鉢、円／鉢
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